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 (２３９人) 
（本研究に係る問い合わせ先）  
所在地：福岡県北九州市門司区清見三丁目１３番１号  
電話番号：  ０９３－３２１－３７８８（ＦＡＸ ０９３－３２１－３７８９） 
研究内容等を掲載しているホームページの URL：http://www.kita9.ed.jp/hayatomo-j/ 
【研究成果のポイント】 

○研究課題番号：５（４）ＥＳＤ 
○研究のキーワード：心の育ち 環境教育 人権教育 体験活動 

○研究成果のポイント：これまでの教育活動をＥＳＤの視点に立って分析し，それぞれの

活動が生徒の変容，特に「心の育ち」にどのように作用したのかを明らかにする。  
【研究の目的，研究内容】  
（１）研究主題  

ＥＳＤの視点に立った「心の育ち」を支える教育活動の推進  

（２）研究主題設定の理由  
① 数年前までの荒廃した学校状況を改善し，学校を甦らせてきたこれまでの心を育てる

教育としての取組を，ＥＳＤの視点に立った教育活動として再構築することによって，

将来的にも持続可能な社会づくりを担うことのできる生徒を育成したい。  
② ユネスコスクールとして学校が地域とＥＳＤの理念を核として連携することで，生徒

により一層郷土愛や自尊感情，活動意欲を高めさせ，課題解決に必要な能力・態度を身

に付けさせたい。  
（３) 研究体制  
   【研究組織】 

 

 

 

 

  

（４）１年間の主な取組の経過  
 
 
 

平

成  
25 
年

度  

４月 校内研修①…研究計画の確認，各部詳細計画作成  
５月 ＥＳＤカレンダー（総合的な学習の時間年間指導計画）作成  
６月 校内研修②…ＥＳＤの視点について共通確認とアンケート実施  
７月 学期末校内報告会…アンケート結果報告  
８月 校内研修③…各部会におけるアンケート分析会と今後の取組確認  

  ９月 校内研修④…講師招聘（国研担当官），ユネスコスクール認定式  
 10 月 小中合同研修会…講演会，情報交換会  
 11 月 市内ユネスコスクール交流会  
 12 月 校内研修⑤…研究授業会，講師招聘（国研担当官），学期末校内報告会  
 １月 校内研修⑥…中間まとめ（研究協議会発表内容検討，中間報告書作成）  
 ２月 研究協議会発表(東京)，２年次計画検討  
 ３月 アンケート実施，アンケート結果分析，２年次計画作成  

教育課程研究チーム  

（校長・教頭・各部代表）  

環境教育部  人権・道徳教育

 

キャリア教育部  

教育活動評価チーム  

（学校評議員・地域代表・ＰＴ

Ａ・ＥＳＤコーディネーター）  



（５）具体的な研究内容・方法，研究を進める上での工夫点等 

＜１＞これまでの教育活動についてのＥＳＤの視点での分析 

①これまでの教育活動を環境教育，人権・道徳教育，キャリア教育の三分野

に分け，それに対応した研究組織とした。 

      ②ＥＳＤ視点表の「能力」「態度」を行動指標化した「自己評価シート」を作

成し，研究前の生徒の状況を調査・分析した。 

  ＜２＞ＥＳＤの視点を用いた，活動後における「心の育ち」の評価の検討 

     ①「心の育ち」に求める育てたい８つの心を，「校訓」や「持続可能な社会を

担う人間像」を基盤に設定した。 

     ②各教育活動後，育てたい８つの心のうち「高まった」と思うものについて答

える自己評価を行わせた。 

     ③活動を計画する際，ＥＳＤの視点に立った「ねらい」を設定し，事後の生徒

自己評価と比較し，活動の有効性を検証した。 

 

【研究成果とその意義等】  
（１）研究成果  
① 実態把握と課題提示 

ＥＳＤの視点表を活用した「自己評価シート（アンケート）」を作成・実施した結果，

学年が上がるにつれて全体的には「能力」に比較し「態度」は高くなる傾向があることが

分かった。課題としては，個々の取り組む態度に差があるなど，集団としての望ましい態

度形成には至っていない。  
② 研究効果と研究主題へのアプローチ  

ユネスコスクールに認定され，ＥＳＤ推進校としての自覚が，生徒や教職員の活動に取

り組む姿勢の中に随所に見られた。例えば，各活動において，教職員が細かく指示せずと

も生徒自身が活動の流れを把握するなど，見通しを立てて行動することができるようにな

り，自然な形で円滑に教育活動を行うことができていた。その中で，「心を込めて」「丁

寧に」「後片付けへの心がけ」「周囲への気配りやおもてなしの気持ち」が感じられる活

動となっており，期待する「心の育ち」を可視化することができた。  
③ 活動の広がりと研究の可能性 

教育活動評価チームには，地域でＥＳＤを推進している中心的な人物である学校評議員

を配置し，貴重な提言をしていただくなど，学校と地域が連携して活動することができた。 
 

（２）研究成果の意義等  
 前年度まで積み重ねてきた活動を継続し，精選しながらも発展させていく意欲と企画力

が本年度の成果につながっている。生徒自身が，自らの活動により学校や地域の変化を肌

で感じ，そのことを心の成長として自己評価できるようになる。特に，自分たちの活動を

評価してくれる周囲からの声により，自尊感情が高まり，生徒が持つ能力や意欲が高まる

ことでより発展的・恒常的な態度形成につながっていく。また，活動を評価した情報発信

やアピールは，生徒の成長を促すキーポイントとなる。  
 
（３）研究２年目へ向けての課題と改善  
① 学校行事や様々な取組における「心の育ち」について評価の標準化に向けた検討  
② ＥＳＤの理念の教科，領域への位置付け方，カリキュラム化に向けての検討  
③ 小中一貫・連携の観点から，保護者・地域との連携したＥＳＤのさらなる推進  
以上３点についてさらに研究を推進していく予定である。 


